
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成２３年 ４月 ７日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究分野：農学 
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１．研究計画の概要： 

(1)本研究は、土壌圏を通過する物質収支を総

合的に検討し、行方不明の物質（ミッシング

シンク）と発生源不明の物質（ミッシングソ

ース）を突き止めることを目的とする。 

(2) ミッシングソースとしては、水分状態に

連動する土壌からの温暖化ガス発生、いわゆ

るプライミング効果と呼ばれるCO2発生、水収

支からの説明が困難な広域平原地帯の塩類集

積問題、などの現象を解明する。 

(3) ミッシングシンクで有名な炭素循環につ

いては土壌圏が吸収・放出する炭素の再評価

を試みる。 
 

２．研究の進捗状況： 

(1)研究対象を絞り込み、浅層地下水の過剰応
答問題、浅層地下水振動に伴う塩類集積問題、
土壌への有機物投与、石灰資材投与が温室効
果ガス発生に及ぼす影響評価、森林火災条件
下での土壌中物質移動解析、などを設定した。 

(2)ミッシングソース問題として、土壌からの
温室効果ガスの過剰放出（プライミング効
果）の検討を進めている。降雨時の土中で
CO2 濃度が急上昇する効果（TSSR 効果）の
検討を行った。チュニジアの農地における塩
類集積問題についても成果を出している。 

(3)ミッシングシンク問題として、土壌への炭
素貯留を検討している。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(1)降雨や灌漑がもたらす浅層地下水の過剰
振動問題を、チュニジア中部のメトウイアオ
アシスにおける現地フィールド、室内モデル

実験、理論解析などで検討し、成果を得たの
で留学生の博士論文としてまとめ、当人は学
位を取得し、また国際ジャーナルに投稿し、
掲載された。  

(2)ミッシングソース問題では、有機農業とし
て行われる土壌への有機物投与が、プライミ
ング効果を伴って CO2 を発生させる現象を
長期インキュべ―ション実験で明らかにし、
その知見を国際ジャーナルや国際学会で発
表した。なお、これに続く投稿論文の査読結
果により、追加実験を余儀なくされ、研究費
の繰越請求の必要性が生じた。 

(3)ミッシングシンク問題では、不耕起栽培が
もたらす炭素貯留効果を、実験的に精密測定
するための準備を進めている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
(1)平成 23 年度が最終年度となるので、研究
対象を限定し、当面の結論を得ることに専念
する。現在投稿中・査読中の論文の完成・受
理・掲載に努力する。 

(2)ミッシングソース問題では、プライミング
効 果 と TSSR  (Temporal Subsurface 

Respiration Effect)をさらに追究する。 

(3)ミッシングシンク問題では、不耕起栽培実
験を実施し、炭素貯留効果の定量化を試みる。 
 
５. 代表的な研究成果 
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